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1.クラウドネイティブPJのご紹介
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クラウドネイティブPJについて

 Overview
 OpenStackの仮想マシンを自律的にスケールUP＆Down可能なアプリ
ケーションを実装できるRACK（Real Application Centric Kernel）と
いうソフトウェア。 CTCがOSS化。

・RACKはクラウドネイティブなアプリケーションを簡単に作成できる。

・ユースケース：処理量に応じた動的なWebサーバのスケールアウト等

 RACKの動作検証及び、簡単にRACKを開発できる環境を構築する。

 Motivation

 OpenStack上でアプリケーションがリソースを自律的にスケールさせること
は、これまでのアプリ開発手法では開発敷居が高い。

 RACKによりクラウドネイティブなアプリケーションの開発敷居が低くなり、ア
プリケーション開発が活発になることに期待が見込まれる

⇒ラボとしても注目。



Okinawa Open Laboratory 5

クラウドネイティブPJについて

 Goal

 RACKを動かす環境を構築＆検証を実施。

⇒まずは、RACKをうごかしてみる。

 RACKをWEB UIから動かせる開発ツールを構築する。

⇒構築とアプリケーションの実行の方法がCLIのみ。

複数のアプリを動かす場合等、コンソールを複数立ち上げたり

アプリケーションを作成する手順が煩雑。
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2.RACKについて
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RACKとは（概要）

RACKは以下のAPIを提供
１）VMの起動、終了
２） VM間のメッセージ通信
３） VM間のファイル共有



Okinawa Open Laboratory

RACKとは （OpenStackでの仕組み）
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OpenStack Summit Paris 2014の展示

（RACK動作環境の構築＆検証）
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RACK構築環境
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RACK Test Suite Environment

64 servers
10 x compute node

1 x compute node

AMD/Seamicro SM15K
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RACK 検証

条件

1) OpenStack環境を２つ作成⇒２台構成と１１台構成の系

2) 高負荷な演算処理を実施。

それぞれの環境でサーバのCPU使用率、処理時間を観測

構成 構成１ 構成２

サーバー台数 2 11

仮想マシン数 5 20

試行回数 30億回 30億回
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RACK 検証

結果：２台構成の系では、CPU資料率はピークに張り付いたまま。

１１Node構成の系ではCPU使用率はすぐに収束 ⇒処理が分散
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RACK 検証

結果 (実行時間、MAX-CPU使用率)

構成 構成１ 構成２

サーバー台数 2 11

仮想マシン数 5 20

試行回数 30億回 30億回

実行時間（秒） 423 135

CPU使用率
(MAX)

約63% 約37%

実行時間が短縮され、CPU使用率のピークが低減
RACKを用いて処理が分散
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OpenStack Summit Tokyo2015の展示
（RACK開発ツールの作成）
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RACK開発Toolのコンセプト

Developer

Git Hub
Application 

Builder

Application 

Runner

1.push! 2.build! 3.Load&Run!

Load

Source Your APP

push pull

Result

Run

Your Image



Okinawa Open Laboratory

RACK DeployTool (特徴 その１)

OpenStack環境を複数登録＆選択可能
⇒プライベートクラウド環境や、パブリッククラウド環境で開発可能
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RACK DeployTool (特徴 その２)

Imageの作成は手順が多く、Imageを作成するたびに
1)～6)を実施⇒わずらわしい。

4)VMをShutDown

nova stop build-vm

5)VMのSnapShotを作成
nova create-image build-vm build-img

1)VMを作成
nova boot --flavor 2 --image centos   build-vm

3)Build

rack/tools/setup/imagebuild.sh

2)VMにログインしGitからソースとビルドシェルを取得
ssh cloud-user@191.168.1.244 -i mykey.pem

git clone https://github.com/stackforge/rack

6)VMの削除
nova delete build-vm
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RACK DeployTool (特徴 その２)

RACKアプリケーションを登録したGitHubのパスを指定しBuildを実行
⇒メニュー選択のみで簡単にイメージ作成が可能。
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5.今後の取り組み
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Future Plan

RACKを用いたアプリケーションのユースケースの提
案、アプリケーションの開発。

RACKのAPIの提案（開発を通して感じた不足の
機能など）
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Thank You!


